
本校の教育目標      志と感謝をもって自己を磨き、 

協働して未来を築く生徒の育成 
 

 

【活動・学び多き６月】 

５月・６月は、体育会、中間考査、講演会、部活動の大会、教師の研修会など、学校行事や活動を通し

た学びがつまった月でした。生徒は忙しい日々の中、前向きに取り組み、新たな気づきや経験を重ねるこ

とができました。 

 

■ふれ・愛・day 親子講演会 

５月２１日（木）にＰＴＡ成人教育委員会による親子講演会が行われました。子育てアドバイザー、幼児

教育・家庭教育専門家である熊丸みつ子先生を講師に迎え、「思春期バンザイ！～思春期を歩むあなた

たちへ伝えたい～」の演題で、３年生及び保護者を対象にエネルギッシュに講話いただきました。講話を

通して、一人ひとりがかけがえのない存在であること、自分に自信をもつこと等、勇気と元気をいただけ

た講演でした。 

■地区別集会 

５月２６日（火）に各地域に分かれて地区別集会を行いました。各自治会長様やＰＴＡの地区委員の

方々と１年生～３年生が顔合わせを行いました。異年齢による地区ごとの集まりはコミュニティースクール

ならではの取組です。地域活動を通して、地域の方々とふれあいながら自分たちが住んでいる地域を知

り、よりよくするためにできることがあることに気づくなど、学校以外の場でも学んでほしいと思います。 

■第１回学校運営協議会 

  ６月５日（金）に開催した学校運営協議会では、まず授業参観で、校内環境、生徒や教師の様子、学

習内容や指導方法等をご覧いただきました。協議では、学校から昨年度の課題をふまえた今年度の指

導の重点の説明を受けて、委員の皆様からご意見をいただきました。 

八尋会長からは、変わらない本質（不易）を大切にしつつ、時代に合わせて方法を柔軟に変えること

（流行）を両立してほしいとのご意見をいただきました。また、委員の方々から、特に３年生と教師の関係

の良さがみてとれたこと、全体的に活気が感じられること、掲示物から教師が生徒の努力の過程を大切

にしていることがわかったこと等のご意見をいただきました。 
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【親子講演会】                    【地区別集会】               【学校運営協議会】 



 本校創立８０周年記念の一つとして、ロゴマークが制作されまし  

た。これは３年生の生徒によるものです。 

これまでの本校の歴史へ思いをはせる機会となるよう、このロ

ゴマークをさまざまな場面で活用していきます。 

すばらしいロゴマーク制作を、ありがとうございました。 

    

■部活動選手激励会 

  ６月５日（金）の部活動選手激励会では、吹奏楽

部の演奏を皮切りに、各部の代表生徒が筑紫区大

会に臨む決意や思いを述ました。３年生の集大成

である大会に懸ける熱意を感じた会でした。 

■人権学習 

 全学年で、人権学習を行いました。（現在も継続

中の学年もあります。）本学習は、小中９年間を通し

て人権尊重の精神を育てることをめざしています。 

 

＜題材名＞１年生：「ちがいのちがい」 、２年生：「識字学級」、３年生「夢をかなえるために」 

 ★学習を通して、生徒の感想（一部抜粋）★ 

 〇差別は絶対にあってはいけないもの、なくしていかなければいけないことだと改めて感じた。（２年生） 

 〇奨学金制度が変わったことでどのように助かるか考えることができた。すべての人が幸せになるため

に大切なことを学んだ。差別を当たり前としない社会にするよう自分から行動したいと思った。（３年生） 

 
 

【創立８０周年記念ロゴマーク】 

 

 

   

 

 

  【部活動選手激励会】 


